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FIRE=xR WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,FC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50
PFE Calculated MW: 119 kDa; Observed MW: 119 kDa
RSk
BlzFE PTK2
PTK2; FAK; FAK1; Focal adhesion kinase 1; FADK 1; Focal adhesion kinase-related nonkinase;
J=11p=4 FRNK; Protein phosphatase 1 regulatory subunit 71; PPP1R71; Protein-tyrosine kinase 2;
p125FAK; pp125FAK
iBzFID 5747
SwissProt ID Q05397
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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は細胞質タンパク質チロシンキナーゼをコードしており、細胞外マトリックス成分の存在下で増殖する細胞間に形成される接着斑に集中して存在します。コードされているタンパク質はタンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーに属しますが、他のサブファミリーのキナーゼとは顕著な配列相同性がありません。この遺伝子の活性化は、特定の神経ペプチドまたは細胞と細胞外マトリックスとの相互作用に応答して誘導される細胞増殖および細胞内シグナル伝達経路において重要な初期段階である可能性があります。
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	FAK 抗体を使用した HeLa 溶解物中の FAK のウェスタン ブロット分析。
	

	FAK 抗体を使用したパラフィン包埋マウス脾臓の免疫組織化学分析。抗原回復には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	FAK 抗体を使用した Hela 内の FAK の免疫蛍光分析。

